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1.本 誌 は、物性物理 の研究 を共同で促進 す るため、研 究者 がその研
究意見 を自由 に発表 し討論 しあい、 また、研究 に関連 した情 報 を速
や かに交換 しあ うこ とを目的 と して、毎月1回 編集 ・刊行 されます。
掲載 内容 は、研究論文 、研究会 ・国 際会議 などの報告、講義 ノー ト、
研究 に関連 した諸問題 につ いて の意 見、 プレプ リン ト案内、ニ ュ―
スな どです。
2.本 誌 に掲 載 される論 文 につ いては、原 則 と して審査 を行 ないませ
ん。但 し、編集者 が本誌 に掲 載す る ことを著 しく不適 当 と認めた も
の につ いては、改訂 を求 め、 または掲載 を拒 絶す る ことがあ ります。
3。 本誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用す ると きは、著者の承諾 を
得 た上 でprivatecommunicatbn扱いに して下 さい。
投稿規 定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し、雑誌 のページ数を節約 す るため






原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 し て 下 さ い 。
数 式 、 記 号 の 書 き方 はProgress,Journalの投 稿 規 定 に 準 じ、
ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ う な処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ
キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、Qとaと0(ゼ ロ)、uとn
とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を
赤 で 指 定 し て 下 さ い 。
数式 は3行 にわた って大 き く書 いて下 さい。
1行 以 内 にお さまらない可能 性の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際
の切 れ目を赤 で指 定 して下 さい。
図は そのま ま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい。図 の縮 尺、
拡 大は致 しません。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない図、 そのま ま印
刷 で きない図は原則 と して著者 に返送 し、書 き改 めていただ きます。
図、表 の説 明は別紙 に書 き、本 文中 に挿入位 置 を赤で明示 して下 さ
いo
投稿 後の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい。
別刷 は原則 と して作 りません 。 ど うしても別刷 が入用 な場合 は、
投稿 の際 に所要部数 を50部 単位 で申込んで下 さい。別刷代 は下記方
式 によ り、現金 で納 入 していただ きます 。
(郵 券 によ る受付 はいた しません)
p:物 研 出来上 り頁数
x:別 刷所 要部数
a:別 刷1頁 の代金3円
b:製 本 代(別 刷1部 にっ き)30円
別刷代 一(ap+b)x+送 料
別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら、1ケ 月以 内 に納 めて下 さい。そ
れよ り遅 れた場合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ りますか ら、
御注意 下 さい。
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理事長 湯 浅 佑 一
このたび 下記要項 によ り昭和57年 度奨学生 を募集す るこ とにな りましたので,貴 部内関係
者 に周知方 よろ しくお願い します 。
なお昭和56年 度よ り,当奨学生は原則 として基研研究員(別 添同研究員内規等参照)と して
採用され,本 財団奨学金 と合わせて日本学術振興会奨励研究員 と同額程度の月額が支給される
予定となっております。
記
奨 学 生 募 集 要 項
1.応 募 資 格
大学院博士課程修了者及び昭和57年 修了予定の理論物理学研究者(こ の奨学金は大学院博
士課 程修了者に,そ の研究 の完成 を援助す る目的をもって重点的に交付 され るいわゆるPost
DoctorialFellowshipと して支給 され るものであ る)
2。 支 給 月 額
月 額[40,000円
支給期間は1年 間を原則 とす るが,場 合 によ り1年 延長す ることがある。
3.研 究 揚 所
基礎物理学研究所において研究することを原則 とする。
4.募 集 人 員
3名(内 訳は大体素粒子論2名,物 性論1名,中 間の領域につ いては適宜定 める)
5.応 募 書 類
(1)申 込 書(別 紙様式による)
② 発表論文 リス ト 共著論文の共著者名 を明記すること
各2部
(3)主 な論文 の別刷
(4)研 究計画(な るべ く具体 的に記す こと)
一63一
掲示板
以上を昭和56年12月12日(土)ま でに〒606京 都市左京区北 白川小倉町50の227湯 川記




湯 川 記 念 財 団奨 学 生 申 込 書
こ の た び 、 別 紙 関 係 書 類 を 添 え て 貴 財 団 奨 学 生 に 応 募 し ま
ず か ら よ ろ し く お 願 吟 し ま す ○
昭 和 年 月 日
本 籍
現 住 所(現 住所は大学の研究室等でな く、現実 に




昭 和 年 月
印
日 生
財 団 法 人 湯 川 記 念 財 団
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掲示板
基 研 研 究 員 募 集











当研究所において研究 に従事す ることのできる者 で,採 用時に博士 の学位
を取得 してい る者 または博士課程 に3年 以上在学 した者 であって,か つ,
常勤的な職 についていない者
(博 士課程に在学 中の場合 は採 用時に退学 していただきます。)
3名
昭和57年4月1日 よ り1ケ 年間 とす るが,場 合 に よ り1ケ 年 に 限 り更新
す ることができ る。
日本学術振興会奨励研究員制度 による奨励金 と同額以内 を支給す る。












ハ.発 表論文 リス ト(共 著論文 の場合は共箸者名 を明記 す ること。)
二.主 な論文別刷





1.湯 川記念財 団奨学生に応募す る者 は,上 記応募書類 の うちロ～ホは不
必要 です。
2.基 研研究員応募 と朱書 のこと。
3.応 募書類 はお返 しいた しません。
4.詳 細 は基礎物理学研究所共 同利用事務室に問い合 わせのこと。
電話075(751)2111(代)(内線)7008




1条 基礎物理学研究所に若干名の基研研究員(以 下 「研究員」とい う。)を 採用する。
研究員に採用される者は,博 士の学位を取得した者 または博士課程に3年 以上在学した者で,か っ,
常勤的な職についていない者とする。ただし,採 用期間中は博士課程に在学することはできない。
2条 研究員は,基 礎物理学研究所において研究に従事するものとする。
3条 研究員の任期は1ケ 年とする。ただし,場 合によりその任期を1ケ 年以内に限 り更新する
ことができる。
4条 研究員には,日 本学術振興会奨励研究員制度による奨励金と同額以内の給与を支給する。









本制度は当分 の間,下 記の とお り運用する。
記
1.研 究員の総数は,毎 年度約3名 とする。
2.本 研究員に採用された者は,原 則 として湯川記念財団奨学生の候補に推せんされるものとし,同 奨学
生に採用された場合は,湯 川奨学金と合わせて目本学術振興会奨励研究員制度による奨励金と同額が支
給される。
3.研 究員任期の更新(1年 以内)に ついては,各 年度後半の適当な時期に,個 々の研究員について審査
のうえ,本 人に通知する。
4.欠 員を生じた場合は,年 度途中において公募を行 うことができる。
昭和57年 度研究計画 ・ア トム型研究員第1回 募集
京都大学基礎物理学研究所
所長 牧 二 郎
昭和57年 度 の基研研究計画及 びア トム型研究員 の第1回 募集 を下記 の通 り行 います。 長期 ・
短期 ・モ レキ ュール型研究計画 の外 に,従 来 の枠 に とらわれない新 しい研究計画 の応募 も歓 迎
致 します 。
記
1.募 集 内容 長期 ・モ レキ ュール型研究計画にっい ては昭和57年4.月 か ら昭和58年











4.応 募 の際はA4判 の 「青焼き」 コピーが容 易なよ うに薄手の用紙 に黒 のボールペ ン又は黒
インクで御記入の上,封 筒の表に研究計画又はア トム型研究員応募と明記 してお送 り下さ
い 。





(あ るテーマについて数か月 から1年 にわたって連絡 をとりつつ研究 を行 うもので,普 通年1～
2回 研究会 を行 ってい る。但 し内容に よっては,1年 以上にわた る研究計画 を提案することもで
きる。)
短期研究計画
(あ るテーマについて数 日間研究会 を行 う。)
モ レキ ユール型研究計画
(数 人が随時連絡 をと りつつ研究する。)
イ)研 究テーマとその内容







二)研 究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数およびその地域分布(こ の項については 第81




ホ)校 費 の必要額(項 目別に明記 して下 さい。)
Bア トム型研究員
ア トム型研究員は大学院生を含む研究者 を対象とし,個 人がある期間,当 研究所に滞在して研究を
続けていただくものです。




ロ)研 究テーマ とそ の内容
計画の内容,応 募の目的をなるべく具体的に御記入下さい。他の研究計画 と関連 させて申し込ま
れる場合は,そ の旨明記 して下さい。
ハ)滞 在希望時期及び期間
滞在期間 は ㈲1か 月程度(場 合 によっては2週 間程度 でもよい。)又は(B)2～3か 月程度(年 間
4～5人)の2種 類 とします。応募の際はA又 はBの どちらの種類 を希望するか を明記 して下 さ
い。応募者が一時期に集 中し,基 研 の収容能力 をこえ る揚合は,一 部時期の変更 をお願いするこ







基礎物理学研 究所では、/978年 よ り例年、夏 の学校 とワー ク ・シヨツプ
の性格を もち、国外か らの参加者 も含めた京都サマー ・インステイチユー ト
(KSエ)を 開催 してきてお りますが、/98!年KSエ か らは広 く企画を募
集する ことといた しました。つ きま しては、提 案をお持ちの方 は積極的に御意
見 をお知 らせ ください。次回研究部員会議(1982年!月 末頃の予定)に お
いて討議の上 、適当な案 を とりま とめ、実施 したい と考えてお ります。
記
/.i提 案締切=!98!年/2月!2日(土)(必 着)









d)招 待したい研究者ないし講師(国 内 ・国外を問わないQ)
θ)同 時期に他の概究機関で開催が計画されている関連分野の企画(小 規模
国際研究集会、国際会議等を含む)と の関係







開 催 時 期 テ ー マ
参加者数 講 師 数







































/978年 の記録は参加者 、関係分野の研 究室等、・1979年 お よび




基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集
来 る 昭 和57年/月2/日(木)、
?"2日(金)に 基 研 の 研 究 部 員 会 議 が
行 わ れ る 予 定 で す の で 、 議 題 が ご ざ い
ま し た ら 提 案 趣 旨 と と も に 昭 和56年
/2月/2日(土)必 着 で 下 記 に お 申







編 集 後 記
京都の残暑はいつ ようもな く厳 しいが,あ る日雨 が降 り,雨 上 りと共に涼 しい風 が吹 きわた
って秋 になる。ち ょうどその ような日であった。ラジオ をき ㌧なが ら仕 事 をしていた院生が湯
川先生 がお亡 な りにな られた ことを皆 に知 らせて くれた。御逝去 の記事 と共 にいろいろな こと
を新 聞で読んだ。ProgressoftheTheoreticalPhysicsは先生 が私費 を投 じて始 められた刊
行物 であることをは じめて知 った。編集会議には御最後 までお出でになられてい られたそ うで
ある。 「物性研究」 の編集会議 は今,月もどうして毎月 きちん と発行 になるよ うに しよ うか とい
う相談 にあけ くれた。投稿 され た方々を理 由もな く何箇月 もお待 たせ し,編 集部 が時に間に合
うよ うに記事 を書 くこともできない。こんな状態で何 ができるであろ うか。私事 にな るが8月
に日本化学会編 の化学便覧の改訂版 の原稿締切 があった。追 いこまれて2回 徹夜 を した。 しか
し丸善 の人達 がこちらに応えてや って下 さる姿 が目に浮かび頁 いっぱいに鮮 明な活字 で うめて
下 さる仕上 りを考 えた らつ らくはなかった。 「物性研究」 を,期 待 して手に とった 「物性論研
究」 の時代 の状態に甦 えらせたい もので ある。戦後 を歩 き出 した理学部 の学生 にとって 「物性
論研究」はでたら毎月必ず見 る雑誌 であった。
(H。K.)






長 岡 洋 介
京都市左京区北 白川追分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
昭 和 堂 印 刷 所
京都市左京区百万辺交叉点上ル東側
TEIJ(075)721―4541～3
物 性 研究 刊 行 会
京都市左京区北白川追分町





1.会 費:当 会 の会費 は前納 制 を とって います。 したが って 、3月 末 ま
で にな るべ く1年 聞分会 費を御支払 い下 さい。
なお新 規講読 お申込 みの場 合 は下記の会費以外 に入会金 と し
て、100円 お支払 い下 さい。




(1年 分 ま とめて お支払 いが困難の向 きは1volume分 ずつ
で も結構 です)
2.支 払 いの際 の注意:な るべ く振替 用紙 を御利用 の上 御納入下 さい。
(振 替貯 金 口座 京都5312)
なお通信欄 に送金内容を必ず明記 して下さい。
雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金 される場合、必ず購読者
本 人の名前 を明記 して下 さい。
3.誌 代 の支払遅 滞の場合:当 会 の原則 と して は、正 当 な理 由 な く2
Vols.以 上の誌代 を滞納 され た場 合 に は、送本 を停 止す るこ とになっ
てい ます ので御留意下 さい。
4.一 括 送本 を受 ける場 合:個 人 購読 中 に大学等 で一括配布 を受 け る
様 になった場 合 は、必 ず 「個人購読 中止、一括配 布希望」 の通 知 を
して下 さい。逆の場合 も同様 で す。
5.送 本 先変 更の場合:住 所、勤務先 の変更等送本 先が変 った場 合 は、
必 ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい。
学校 、研 究所等機 関購読
1.会 費:学 校 ・研究所 等で の購読 及 び個人で あって も公 費払 いの と
きは機 関会 員 とみ な し、代 金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、年
間8.760円 です。 この場 合、入会金 は不用です。 学校 、研究所 の会
費の支 払 いは後 払 いで も結 構です。 しか し購読 申込み を され る時 に
支 払い に必 要 な請求 、見積、納 品書 各何通必要 なの かをお知 らせ下
さい。
なお、 当会の請求書 類で は支払 い がで きない様 で した ら、貴校 、
貴研 究機関 の請求書類 を送 付 して下 さい。
2.送 本 中止 の場 合 の連 絡:発 行途上 にあるvolumeの 購読途 中中止
は認め られません。購読 中止 され る場 合 には、1ケ 月前 ぐらい に中
止時期 を明記 して 「購 読 中止届」 を送 付 して下 さい。
雑誌未着の 場合.発 行 日よU6ケ 月以内 に当会まで ご連絡 下 さい 。
昭 和42年11月14日 第四 種 郵 便 物認 可
昭和56年10月20日 発行(毎 月1回20日 発行)
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